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乳 牛 に 対 す る て ん菜 給 与 試 験

佐 藤 彰 芳 。村 田 敦 胤・ 三 浦 由 雄
田 中 喜代重・伊 藤 敏 夫・佐 木々 康 之米

(岩 手県畜試)

準 (農林省畜試詩報No 6)により養分要求量を算出1ま え が き
し,各てん菜給与区の不足養分量を牧乾草・配合飼料で

乳牛に対するてん菜の給与方法,給与適量の検討と生 充当した。飽食区はてん菜単味飽食給与とし,生理上異
理上の早期異常発見を目的として,てん菜給与農家に対  常発生状況の早期発見の指標とした。
する給与上の指標を与えようとした。              4 調査項目

に)一般調査2試 験 方 法
体重,採食量,摂取養分量,嗜好性

1.材料および区分 (第 1表 ) ●)牛平t関係
2 試験期間 手t量 ,乳脂率,pH.比重,アルコールテスト
昭和42年 10月 3日 ～昭和43年 4月 3日 0)血液関係
(飼料切換期間 8日 間含み) ヘマトクリット,肝機能,血清蛋白
3 管理条件 に)胃内容物関係
に1 飼料給与方法 pH,乳酸,色 ,臭気
夏季FFn全国放牧した供試牛を試験期間中はスタンチョ 6)尿関係
ン葉養とし1日 2回搾乳,パ ドック内自由運動 3時間, pH,ケ トン体,血色素尿,蛋自,糖
てん菜はルートカッターで調理後 1日 3回給与,生牧草

3試 験 結 果
からてん菜給与の切換期間を 8日 間設けて実施した。切

換方法の一例を示すと第 2表のとおりである。         1 供試飼料の組成および算出養分量 (第 4表 )

2)飼料給与量                     2 飼料摂取量

飼料給与量は試験開始時の体重・乳量を基礎に飼養標   飼料の摂取状況は良く,嗜好性に富み混与した他の飼

第 1表  材 料 お よ び 区 分

注,飽食区38号牛の予L量,乾乳始とは, 2日 に1回位の搾乳中で乾乳にかかっていたものである。

(42年 10月 3日 現在)
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第 2表 10均給与区 4号牛の飼料給与切換例

期 間 生牧草
てん:

9月 25日 以 前
9月 26日～10月 2日

10月 3日～10月 4日

10月 5日 ～10月 6日

10月 7日 ～10月 8日

10月 9日 ～10月 10日

10月 ■ 日 以 降

全日激嗽

0均

7 2 0物

30場

40
85
90
90
90
90

注 てん莱給与量は,根部のみであり,それについた
茎業部は,プラスアルファとして給与した。

注 1( )内 数値は,飼料計算の結果不足のため,
■月10日 より給与量変更数底

2 飽食区のてん菜給与■瀾は,養分上必要と思
われる島

料の採食も 100%であった。てん莱単味飽食給与区の20

号牛は,試験開始後14日 日,総摂取量 7686的時点で採

食中止のため試験より除外した。38号牛は一時食いあき

の状態を示したが牧乾草3114切採食により再びてん菜の

採食が見られたので試験を継続したが,当初は 1日 50切

前後の採食に対し漸次低下の傾向を示し20～30りの採食

が試験終了時まで見られた。

摂取養分量は第 5表のとおりで,体重に対するDM摂

収割合は,10切給争区240%,20切給与区217%,飽食

第 4表  供  試 飼

区133%,養分要求量に対する養分摂取割合は,10り給

与区DCP 134%,TDN 109%と 高蛋自・適熱量,20
に,給与区DCP 129%,TD N l15%で 高蛋白・高熱

量,飽食区D C P46%,T DN84%と 低蛋白・低熱量で

飽食区は特にDCPが要求EIの半分以下で,これはてん

菜単味給与の影響と思われる。

3.体重・乳量あ推移

第 6表のとおりで,体重については10切給与区平均 5

63た,,増体+4り と維持を示 し,知り給与区平均 553

“

夕,増体+40切 と有意な増体を示した。飽食区38号牛は

428初で-57切と大きく減少した。

乳量は10切給与区153り,20的給与区 96り,増減は

前者-23た,,後者-25た9で,供試牛の泌乳時期から

見て維持またはやや減少と思われる。飽食区は当初供試

牛を選ぶ時点で事故を想定し低泌乳牛を供試したため期

FFI平均 20的,減少は-21崎であった。

4 牛乳関係
牛乳関係の乳脂率,pH,比重,アルコールテス トに

っいては影響が見られなかった。

5 血液関係
血清蛋自で,飽食区の 2頭がてん菜給与開始後9日 目

以降若千の低下を示した。これは低蛋自飼料単味給与の

影響と思われる。その他については変化が見られなかっ

,こ。

6 胃内容物関係
胃液のPHは第 7表のとおりで,10切・ 20切区は特別

な変化はなく,飽食区20号牛は試験開始後14日 目飽食開

始後 6日 目の10月 17日 にpH4 76と異常な低下を示 して

採食中止したので試験から除外した。38号牛は試験開始

後12日 目飽食開始後4日 目に採食中止し,胃 液のpH 7

0(試験前748),第 1冒運動は微弱で食いあきの様相

を呈したが着千の牧乾草摂取により後の特別な変化がな

いため試験を継続した。

胃液の乳酸は,10り・20た,区 とも不規則に若千見られ

た。飽食区20号牛|わH同様10月 17日 が 300「J/″と異

料

第 3表 飼 料 給 与 量

区 分 乳牛N● 牧 乾 草 配 合 飼 料

10 λ多
給与区
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０
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緞 1撃
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D M DCP TDN
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牧  乾  草
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19
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23
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55
12 6

17

146
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65 5

140
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第 5表 摂 取 養 分 量

区分
群
　
Ｍ

摂 取 養 分 量 要求量

D M DCP TDN DCP TDN

10切

給
与
区

ｙ

８

７

５

′
11,716
7,884
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146
115
140

13,540 1,263 9,346

”
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与
区

11,528
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1,158
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12,001 8,551

飽
食
区

5,685
３５

一

4,577 46
８４

一
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常発生が見られ,38号牛の12月 15日 , 2月 6日 間の異常

発生 (400″/″)は胃液 PHに 影響が見られず,ま
た,採食などに変化なく発生しており原因不明である。

7 尿関係
尿関係ではほとんど変化なく,ケ トン症牛の場合のみ

クトン量の消失が見られた。

8 飽食給与区20号牛の経過
試験から除外した飽食区20号牛の経過は第 9表のとお

りで,てん菜切換開始後14日 目飽食開始後 6日 目 (10月

17日 )で採食なく,胃液のpH4 76(開 始前740)灰白

色で異常臭をともない,手し量は半分以下に低下し,第 1

胃の運動が見られないため,10月 17日 以降試験から除外

し恢復につとめた。

4要 約

手し牛に対するてん菜の給与適量と生理上の早期異常発

表 体 重・乳 量 推

注 10ん,給与区の平均は37号牛妊娠のため試験途中より除外して
いるため平均より除外。

移第

pH液表第

区 分

乳  牛

No

体 重 乳 量

平__抱、増 体 J

(開始―終
‐ 回 帰 係 数 圧=A..鷲、〔龍始―終」 回 帰 係 数
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月  日

lo崎 給 与 区 20均 給 与 区 飽  食  区

4 勢

10 月 2 日
10 月 9 日
10 月 17 日
12 月 5 日
2 月 6 日
4 月 3 日

7 58

9 00

7 75

815
7 80

8 00

771

7 42

7 70

7 65

7 40

7 30

7 60

7 90

7 23

7 42

7 40

7 20

7 40

7 60

7 43

7 50

7 20

7 30

8 00
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7 40

7 42

7 20
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8 00

9 00
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7 00
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8 40
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月 日

10袴 給 与 区 20り 給 与 区 飽  食  区

4 34 20

10 月 2 日
10 月 17 日
11 月 24 日
12 月 15 日
2 月 6 日
3 月 5 日
4 月 3 日

0

8

9

18

0

0

4

0

0

2

13

0

4
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0
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1

5

5

0

3

0

22

0

6

0

0

3

0

0

3

400

400

18

3

酸乳液表第 (″ノ″)

(0第 飽食給与区20号牛の経過

注 1 てん菜の ( )内数値は延摂取量。
2 10月 17日 以降の牧乾草は,てん莱の採食がみられないため牧乾草補給の結果である。

表

見をねらいとして給与した結果,10ん ,・ 20れ,区 とも飼料

切換時の注意により特に異常は認めず,体重は増体,乳
量は維持またはやや減少の傾向を示した。てん菜の採食

も良く,摂取養分/要求量は,10匂区高蛋白,適熱量,
20た,区高蛋白,高熱量で飼養され,生理所見も特81な異
常は見られなかった。

てん菜単味飽食区は,生理的異常の早期発見をねらい

として実施した結果,20号牛は試験開始後14日 日で採食

中止し,胃液pH4 76(開 始前740)灰白色,異常臭を

ともない,手し酸 300″/″,第 1冒運動が見られないた

め試験より除外し餃復につとめた。38号牛は,試験開始

後12日 日で採食中止し胃液のpH 70,第 1胃の活動微
弱で食いあきの状態を示したが,若千の牧乾草給与によ

り再びてん菜の採食を継続した結果 1日採食220～30袴

程度,体重は試験開始時と終了時の差-57崎と大きく減

少し,平 L量も減少を示した。
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